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発表の概要 

京都産業大学 教育支援研究開発センター F工房は、ファシリテーションを全学に

広げるための拠点である。その F工房の「学生ファシリテータ（学ファシ）」は、文・理の

多様な学部から集まった、学生の主体的な学びを支援する学生ボランティアスタッフ

である。学ファシのチーム「FCDX」は、ファシリテーションにおける DXの可能性を模索

すべく、2025年夏から漸次的に組織された。現在は、リアルタイムの音声・画像認識

による対話支援、近距離無線通信による入退室支援など、3～4のプロジェクトが進行

している。FCDXは技術開発のみが目標ではなく、その開発過程でのファシリテーショ

ン自体の洞察、また技術やプログラミングになじみが少ない学生のプログラミングへの

啓発など、多様な波及効果が期待される。本報告では現在進行中のプロジェクトの状

況を、その課題とともに具体的に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




